





















1930 ～ 1945 年間に 10 町步以上の地主層が所有する農地面積が 3％ほど増加する傾向を示









州では 1880 年代に入り、「羅擾十年」ともいわれるほど民乱が頻繁に起こり、1889 年か








にも、官吏の腐敗や無能のせいで民乱は 3 年間絶えることがなかった。1891 年には大規
模な民乱が長期にわたって続き、民乱に加担した人々も 1000 人に達した。そのような中、
1891 年 7 月、暗行御史の李冕相が事態を聞いて駆けつけ、3 回にわたって直接宣諭してよ
うやく解散させるに至る。だが、わずか数日後に民人は再び立ち上がった。乱民は槍で武
装し官庁へ討ち入って牧使を脅して吏郷を選任し、各種の帳簿を調べて節目も定めた。こ






 7 「湖南肅啓草」『各司謄録』54、99 頁、113 頁。














































 9 『錦城正義録』40 頁。詳細な内容は『錦城正義録』93 ～ 97 頁参照。
 10 韓末の羅州地域の郷吏家の社会的ネットワークについては박진철「韓末 日帝下 羅州地域 鄕吏家門의 
動向」（『대동문화연구』44、2003）参照。
 11 鄭錫珍「蘭破遺稿」122 頁。
 12 「蘭坡遺稿」111 頁。
 13 『錦城正義録』62 ～ 64 頁。










　羅州は 1895 年 5 月の地方制度の改変によって牧から観察府にかわった。それに伴って
1895 年 5 月 29 日に初の観察使として韓耆東が就任したが、6 月 20 日に辞職し、6 月 19












21 日（旧暦 2 月 8 日）、再び湖南の 50 邑に送る奇宇萬の通文が長城の義所から羅州に届いた。










た。ところが、政府から解散を慫慂される中、4 月 4 日に奇宇萬が羅州を離れ、8 日に宣
諭使と親衛隊が派遣されると、解散し始める。4 月 23 日には羅州義兵の背後で糸を引い
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